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図1　乾燥条件別の断面含水率分布の比較
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図2　含水率別の人工乾燥時間(湿度一定型条件)
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1.はじめに
　アカマツ平角材の天然乾燥前処理と人工乾燥
を組み合わせた乾燥技術の開発を目的として、今
回は天然乾燥後の人工乾燥条件について検討し
た。
　
2.実験方法
（1）供試材料：製材から半年間天然乾燥した
平角材（久慈産、断面150×270mm,長さ4000mm,
含水率:平均24.2%,標準偏差0.9%）9本について、
長さ2000mmに切断後、形質変化(ねじれ、割れ)を
測定し、人工乾燥試験に供した。
（2）人工乾燥：人工乾燥条件は湿度変化型と
湿度一定型の2条件とし、コントロール材の含水率
が18％に到達するまで乾燥を行った。乾燥終了後
に、ねじれ、割れ、含水率を測定した。また、各乾
燥条件から一体づつ試験体を抽出し、材内の含
水率分布を測定した。

3.結果
（1）形質変化と含水率の比較
　湿度変化型と湿度一定型との間に、ねじれ、割
れの明確な差は見られなかった(表1)。
　全ての試験体で、人工乾燥後の含水率は15～
17％となった。一方で、湿度一定型の含水率分布
は、湿度変化型と比較して、含水率20％以下の部
位が多くなった(図1)。これらから、天然乾燥後の
人工乾燥条件は、乾燥時間が短く、内部まで含水
率が低下する湿度一定型が適していると考えられ
た。
（2）人工乾燥時間の試算(図2）
　湿度一定型の乾燥条件で処理した試験体で、
最も乾燥が遅かった試験体の乾燥速度を基に、
初期含水率を40％、30％とした場合の含水率18
％までの人工乾燥時間を試算した。結果、天然初
期含水率30％は134時間、初期含水率40％では
203時間と試算された。

4.成果の活用
　前報の天然乾燥日数の試算方法と、今回の人
工乾燥条件を組み合わせることで、アカマツ平角
材の天然乾燥と人工乾燥を組み合わせた乾燥ス
ケジュールの構築が可能となる。
　今後は、この手法を用い、地域別、断面寸法別
の乾燥スケジュールの開発に関する研究を進める
予定である。
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表　乾燥条件別の形質変化の比較

桟木厚：30mm　桟木間隔：455mm　
上部圧締：1kgf/cm2　ファン周波数:45Hz

○湿度変化型
　 　 初期蒸煮:あ り
　 　 乾球温度:8 0 ℃一定
　 　 湿球温度 ：7 5 ～ 6 0 ℃
　 　 平衡含水率：6 ～ 4 .9 ％

○湿度一定型
　 　 初期蒸煮:な し 　
　 　 乾球温度:8 0 ℃一定
　 　 湿球温度 ：6 0 ℃一定
　 　 平衡含水率：4 .9 ％

湿度変化型 湿度一定型 湿度変化型 湿度一定型

含水率 ave 16.6 15.7
SD 0.6 0.7
ave 7.1 4.7 11.5 11.0
SD 3.2 2.0 6.3 6.4
ave 4.0 2.0 7.2 5.7
SD 1.7 1.7 3.4 3.6
ave 4.7 3.5 8.9 7.5
SD 0.6 0.8 1.0 1.2
ave 8358 7650 8448 8400
SD 1790 1550 1588 1548
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